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〒 649-2511　白浜町日置 197 番地の 1
高齢者生活福祉センター夢の里内
TEL 0739-52-2111　FAX 0739-52-2666
E ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ　hikigawa@shirahama-syakyo.jp

社会福祉法人

白浜町社会福祉協議会社協だより

ふくしふくし
しらはましらはま

日置川支部

〒 649-2324　白浜町十九渕 274 番地の 1
TEL 0739-45-2711　FAX 0739-45-2777
E ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ　info@shirahama-syakyo.jp

　　　ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ　  http://www.shirahama-syakyo.jp/ 

※社協だよりは、共同募金配分金や社協会費等を活用して掲載しています。

暑い夏の熱い体験
　 　サマーボランティアスクール

日 程 内　　容 会　　場
9/7 司法書士 本部事務所
9/14 弁 護 士 本部事務所
9/15 人　　権 本部事務所
10/5 司法書士 本部事務所

白 浜 支 部

日置川支部

※お申し込みは、各支部事務所まで。
※混雑する場合や日程の変更、中止の場合もあり
　ますので、事前にご予約ください。

1 人約１５分程度の相談となります。
【予約およびお問い合わせ】
　白浜支部　 　☎４５－２７１１
　日置川支部　 ☎５２－２１１１

日 程 内　　容 会　　場
9/4 弁 護 士 高齢者生活福祉センター
9/16 人　　権 川添山村活性化支援センター
10/2 弁 護 士 み　ま　い　荘

福 祉 相 談 所 設 置 日 程
【時間】午後１時３０分～４時
　　　　　　（当日受付は午後３時まで）
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田辺・西牟婁ユニバーサルキャンプボランティア募集

　１０月２５日に開催される第 7 回ユニバーサルキャンプ～
紀の国わかやま大会日帰り応援ツアーに、ボランティアとして
参加してみませんか。
　【活動内容】
　・車イスでの簡単な介助や手引き誘導
　・参加者やみなさんといっしょに食事
　・体験プログラムのお手伝い
　【募集人数】　若干名（お問い合わせはお住まいの市町まで）
　　皆さんの参加を心よりお待ちしております。

今回は、紀の国わかやま大会「第１５回全国障害者スポーツ大会」（バスケットボール）の応援と、体験プ
ログラム（ジャム作り）、癒しの時間（アコーディオン観賞）等を予定しています。みんなでバスケットボー
ルの応援をして、楽しい時間を一緒に過ごしませんか。ぜひ、担当（奥田、庄司）までお問い合わせください。

◆日　　　時　１０月２５日（日）
　　　　　　　午前１０時～午後 3 時 30 分
◆メイン会場　田辺スポーツパーク～秋津野ガルテン他
◆対　象　者　日ごろ外出機会の少ない高齢者・障がい者
◆参　加　費　１，０００円（１人あたり）

紀の国わかやま大会　日帰り応援ツアー

第７回田辺・西牟婁ユニバーサルキャンプ

◆募集人数　７人程度（町内在住の方）
　（応募多数の場合は、抽選ならびに初めての方
　  を優先させていただきます。）
◆申込締切　９月２４日（木）　
　※参加時は、上履きを持参してください。

やすらぎ支援員養成講座
認知症学習会 参加

無料

　認知症高齢者を介護する家族を支援する『やすらぎ支援員』を

募集しています。それに伴い、やすらぎ支援員養成講座を実施し

ます。本研修と現場実習の修了者は、やすらぎ支援員として登録し、

有償で活動することができます。受講後の登録は自由です。

　支援員になるかは分からないけれど、認知症について詳しく知

りたい、学習したいという方も参加できます。関心をお持ちの方

はお気軽にご応募ください。

【日　時】　９月１０日（木）
　　　　　午前１０時～午後３時
【場　所】　社協本部事務所２階大会議室
【定　員】　３０人

　　　　　　（定員になり次第、応募を締め切ります）

　　※昼食は各自でご用意をお願いします。

認知症に
ついて

経験を活
かしたい

！
学んでみ

たい！

　この夏をきっかけにボランティア活動について体験し、知ってもらう機会として、サマーボランティアスクー
ルを開校しました。今年度は中学３年生２人が参加し、ステップ１からステップ３までの構成で実施しました。

ステップ２「体験しよう！」では、デイサービスセンターはま
ゆうにて、利用者の方々と一緒にうちわやカレンダー、診察券
入れなどを作成して交流しました。「ひ孫が来てくれたみたいや」
と利用者のみなさんの声が弾んでいました。

　ステップ３「イベントに参加してみよう！」では、廃校となっ
た旧玉伝小学校で、８月８日～９日に１泊２日で開催した「玉
伝自然学校」のボランティアスタッフとして参加しました。
　このイベントでは、三舞中学校区の住民の方が参画し、ワー
クキャンプを通じて自分たちの地域の魅力を再発見して、地域
のつながりの大切さをみんなで共有することを目的に開催され
ました。２人は、三舞中学校区に住む小中学生が取り組む川あ
そび体験や竹切り・加工体験など様々なメニューをボランティ
アとして側面からサポートしてくれました。
　イベントの最後には、小学生のお姉さん的な存在として親し
まれ、自然と手と手がつながれていく姿が印象的でした。

　ステップ１「ボランティアについて知ろう！」で
は、ボランティアの入門講座と、特別養護老人ホー
ム百々千園で車いすの体験や入所者さんとの交流、
地域で活動するボランティアさんと昼食を兼ねた交
流会を実施しました。ボランティア活動をはじめる
きっかけづくりとなりました。

　　　参加した２人には、３ステップを通じて、ボランティア活動の魅力を感じてもらえたと思います。
　　　今後も、身近な地域でボランティア活動に取り組んでいってくれることを期待しています。


